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新
世
会
議
員
団

大量退職を契機に職員の減員を

可燃ごみ収集業務の民間委託化は

ヒノヒカリ地産地消で学校給食を

▼
▼

▼

自
治
体
の
財
政
運
営
は

非
常
に
厳
し
く
、
徹
底
的

に
行
政
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。
大
量
退
職
の
時
期
を
契
機

に
、
正
規
職
員
を
五
年
間
を
目
標

に
十
分
の
一
を
減
員
さ
せ
て
は
。

平
成
十
七
年
度
か
ら
の

第
二
次
定
員
管
理
計
画
を

十
六
年
度
中
に
策
定
す
る
予
定
で

あ
る
。
五
年
を
目
標
に
正
規
職
員

の
十
分
の
一
を
減
員
さ
せ
る
こ
と
、

再
任
用
の
活
用
、
嘱
託
や
臨
時
職

員
の
採
用
、
さ
ら
に
団
塊
の
世
代

の
大
量
退
職
に
伴
う
職
員
の
計
画

的
採
用
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か

ら
検
討
し
た
い
。

平
成
十
三
年
に
提
案
し

た
清
掃
業
務
の
民
間
委
託

を
早
急
に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

可
燃
ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
は
。

第
四
次
行
政
改
革
の
実

施
計
画
で
は
、
可
燃
ご
み

収
集
・
運
搬
業
務
の
民
間
委
託
化

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
項
目

に
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
総
務
省

は
地
方
交
付
税
算
定
基
準
を
、
ご

み
収
集
に
つ
い
て
直
営
費
か
ら
民

間
委
託
費
用
に
改
め
る
方
向
も
検

討
し
て
い
る
。
綿
密
な
調
査
の
基

に
十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

政
府
の
減
反
政
策
に
は

協
力
せ
ず
、
本
市
農
家
の

水
田
全
て
で
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
作
付

し
、
全
量
を
学
校
給
食
と
し
て
利

用
し
て
は
。
ま
た
、
本
市
独
自
の

補
償
制
度
を
導
入
し
て
は
。

国
か
ら
示
さ
れ
た
助
成

措
置
の
内
容
は
、
大
規
模

農
家
の
育
成
を
主
眼
に
置
い
た
も

の
で
あ
る
。
国
の
助
成
制
度
を
補

完
す
る
新
た
な
独
自
支
援
策
を
講

じ
、
生
産
調
整
に
対
す
る
理
解
を

得
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
地
産
地

消
を
推
進
す
る
視
点
か
ら
、
宇
治

産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
の
消
費
拡
大
に
つ

い
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な

が
ら
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

高
齢
化
を
迎
え
た
地
域

で
投
票
所
が
遠
く
投
票
に

行
け
な
い
と
い
う
問
題
が
起
こ
っ

て
い
る
。
新
た
な
投
票
所
の
設
置

に
つ
い
て
、
う
か
が
い
た
い
。

投
票
所
は
、
有
権
者
数

に
応
じ
て
設
置
し
、
投
票

の
秘
密
が
確
保
さ
れ
る
安
全
な
施

設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
国
が
示
す
投
票
所
の
基

準
は
、
有
権
者
数
三
千
人
、
自
宅

か
ら
の
距
離
は
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

未
満
と
な
っ
て
い
る
。
有
権
者
数

が
五
千
人
を
超
え
る
投
票
所
は
四

カ
所
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
分
区
す

る
に
は
適
切
な
公
共
施
設
が
必
要

だ
が
、
現
状
で
は
適
切
な
施
設
が

な
い
た
め
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

問 問

答 問

答答問答

社
会
議
員
団

安全・安心まちづくり条例慎重に議論を

巨大地震発生への対応策は

精神障害者支援策　市の見解は

▼
▼

▼

犯
罪
予
防
や
取
締
り
は

警
察
業
務
で
あ
り
、
行
政

の
責
務
と
し
て
の
条
例
化
は
疑
問

で
あ
る
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
も
あ

る
。
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
は
。

犯
罪
予
防
は
基
本
的
に

は
警
察
の
業
務
で
あ
る
が
、

市
民
の
安
全
な
生
活
を
守
る
こ
と

は
地
方
公
共
団
体
も
当
然
の
責
務

で
あ
る
。
こ
の
条
例
で
市
民
の
権

利
を
具
体
的
に
制
限
し
た
り
、
新

た
に
義
務
を
課
す
も
の
で
は
な
く
、

市
民
的
自
由
を
束
縛
す
る
余
地
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

巨
大
地
震
発
生
に
備
え
、

食
料
や
飲
料
水
、
日
常
生

活
物
資
の
確
保
は
ど
う
か
。

ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
の

た
め
地
元
企
業
や
事
業
者
と
の
応

援
協
定
は
あ
る
の
か
。

市
内
四
カ
所
に
空
き
教

室
を
利
用
し
て
一
定
備
蓄

し
て
い
る
。
各
家
庭
で
も
二
、
三

日
分
の
備
蓄
を
お
願
い
し
て
い
る
。

広
域
防
災
連
絡
会
で
は
、
大
手
ス

ー
パ
ー
等
と
物
資
の
供
給
協
定
を

締
結
す
る
計
画
が
あ
る
。
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
復
旧
の
応
援
協
定
は
、
広

域
で
行
う
も
の
と
各
市
町
で
行
う

も
の
を
十
分
検
討
し
、
必
要
な
協

定
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。

精
神
障
害
者
の
福
祉
事

務
等
が
市
町
村
に
移
管
さ

れ
た
今
日
、
精
神
障
害
者
支
援
の

た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
施
設

整
備
に
つ
い
て
、
当
局
の
見
解
は
。

平
成
十
六
年
度
の
早
い

時
期
に
、
宇
治
保
健
所
を

中
心
に
病
院
等
の
参
加
の
も
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
設
置
す
べ
く

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
宇
治

市
障
害
者
福
祉
基
本
計
画
に
基
づ

き
社
会
復
帰
施
設
も
整
え
つ
つ
あ

る
。
計
画
の
見
直
し
を
図
る
中
で
、

地
域
の
病
院
等
と
連
携
し
て
施
設

整
備
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、

府
と
も
協
議
し
整
備
に
努
め
た
い
。

問 問

答 問

答答

本
会
議
と
委
員
会
の
様
子
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
本
会
議
に
つ
い
て

市
役
所
南
側
に
あ
る
議
会
棟
四

階
の
受
付
所
で
住
所
、
お
名
前
、

年
齢
を
所
定
の
用
紙
に
ご
記
入
の

う
え
、
ご
自
由
に
議
場
傍
聴
席
に

お
入
り
く
だ
さ
い
。
定
員
は
、
一

般
席
七
十
人
で
す
。

●
委
員
会
に
つ
い
て

当
日
、
議
会
事
務
局
で
、
住
所
、

お
名
前
、
傍
聴
を
希
望
す
る
案
件

名
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
開
会
予
定
時
刻

三
十
分
前
に
定
員
（
十
人
）
を
超

え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
電
話

〇
七
七
四
―
二
〇
―
八
七
四
八
）

議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

高
齢
化
に
伴
い
遠
の
く

投
票
所
　
新
た
に
設
置
を

市
が
日
産
車
体
の
跡
地

に
四
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の

建
物
を
建
て
、
八
つ
の
貸
し
工
場

を
設
け
る
と
い
う
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
だ
が
、
本
当
に
必
要
な
の
か
。

本
市
の
製
造
品
出
荷
額

は
、
ピ
ー
ク
時
の
六
割
近

く
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
地
方
分

権
や
構
造
改
革
が
進
む
な
か
、
財

政
基
盤
の
確
立
に
は
、
地
域
産
業

の
振
興
が
不
可
欠
で
あ
る
。
自
治

体
間
の
競
争
が
激
化
す
る
な
か
で
、

優
良
企
業
を
誘
致
し
育
成
す
る
に

は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
環

境
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ
り
、

グ
レ
ー
ド
の
高
い
貸
し
工
場
及
び

支
援
施
設
で
構
成
さ
れ
る
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
取
り
組
む
。

問答
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

必
要
な
の
か

政
府
は
来
年
度
予
算
で

国
庫
補
助
負
担
金
を
一
兆

三
千
億
円
、
地
方
交
付
税
を
一
兆

千
八
百
三
十
二
億
円
削
減
し
た
。

自
治
体
つ
ぶ
し
の
や
り
方
に
市
長

は
厳
し
く
立
ち
向
か
う
べ
き
で
は
。

三
位
一
体
改
革
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
国

の
財
政
再
建
を
優
先
さ
せ
る
よ
う

な
改
革
が
継
続
さ
れ
な
い
よ
う
、

税
源
移
譲
を
基
軸
と
し
た
三
位
一

体
改
革
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
国
の

動
向
等
を
注
視
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
京
都
府
や
府
下
市
町
村
と
連

携
を
密
に
し
た
い
。
ま
た
、
全
国

市
長
会
な
ど
、
機
会
あ
る
た
び
に

国
及
び
関
係
省
庁
に
強
く
要
望
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

問答
三
位
一
体
改
革
に
厳
し
く

立
ち
向
か
う
べ
き
で
は

次
の
定
例
会
は
６
月
７
日
か
ら
で
す
。

三
月
二
十
九
日
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
委
員
会
で
、

六
月
定
例
会
の
日
程
が
内
定
さ
れ
ま
し
た
。
正
式
日
程

は
、
五
月
三
十
一
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
議
会
運
営

委
員
会
で
決
定
を
し
ま
す
が
、
事
情
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

6月定例会の予定

月日 曜日 会議日程等

５／31 月 議会運営委員会

６／３ 木 議会運営委員会

６／４ 金 請願提出締切

６／７ 月 本会議（招集・提案説明）

議会運営委員会

６／10 木
本会議（議案審議等）

全員協議会

委員長会議

６／15 火 本会議（一般質問）

６／16 水 本会議（一般質問）

議会運営委員会

６／17 木 本会議（一般質問）

議案審議

６／18 金 常任委員会

６／21 月 常任委員会

６／22 火 常任委員会

６／25 金 議会運営委員会

６／28 月 本会議（議案審議等）

３
月
定
例
会
議
場
風
景

▼


